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	あさぎり町
	あさぎり町と共に歩む

	熊本県立 南稜高等学校 魅力化基本計画
	令和8年3月策定

	１．あさぎり町の現状と課題
	参考：第3次あさぎり町総合計画より

	２．南稜高校の現状
	《人口減少と少子高齢化》
	《入学者の現状》
	昭和55（1980）年には19,524人であったあさぎり町（当時は旧５町村）の人口は、令和２（2020）年には14,676人となりました。令和32（2050）年には8,822人となり、 総人口における老年人口 （65歳以上）の割合は48.4%、15歳未満の年少人口は41.7%になると予想されています（図表1）。あさぎり町の高齢化率（65歳以上の割合）は令和２（2020）年時点で38.4%と、熊本県（31.1％）や全国平均（28.0%）を上回っており、世界で最も高い高齢化率の日本の中でも高い高齢化率であるといえます。人口減少と少子高齢化対策は喫緊の課題であるといえます。あさぎり中学校を含め人吉球磨管内中学生の進路状況を見ても管内進学の増加には至っておらず、管外進学が減少し通信制や専修学校等への進学が増加傾向にあります。
	2024年度　全体定員数200名に対し、124名。（定員充足率62%） 2025年度　全体定員数200名に対し、124名。（定員充足率62%）
	南稜高校の近年の入学状況は、全体として1学年120名規模で安定しつつあります。募集定員200名に対しては「定員割れ」の状態が続いていますが、R5年度の102名からR6・R7年度には124名へと入学者数が回復し、一定の充足率（約62%）を維持している状況です。


	あさぎり町立あさぎり中学校人吉球磨管内進学状況
	《生徒の進路傾向》
	① 近年の傾向として就職６割、進学４割、管内就職率が上昇中しています。
	管内就職率・・・35.4％（R4）、 39.0％（R5）、 42.1％（R6）    県内就職率・・・61.3％（R4）、 61.0％（R5）、 59.6％（R6）    県外就職率・・・38.7％（R4）、 39.0％（R5）、 40.4％（R6）
	② 専門性を生かした就職（公務員・農協・土木建築・食品製造・介護等）は    減少傾向です。

	　専門性を活かした就職・・・39.7％(R4)、36.2%(R5)、34.2%(R6)
	進路の近年の傾向として、地元への定着が進んでいます。人吉・球磨地域への管内就職率が35.4％（R4）から42.1％（R6）へと着実に上昇しており、地域産業を支える人材を多く輩出してます。 一方で、県外への就職も約4割（40.4％）に達しており、地元と広域の両面で進路が展開されています。また専門性を生かした就職（公務員・農協・食品製造・介護等）については、39.7％（R4）から34.2％（R6）へと減少傾向にあり、生徒の職業選択が特定の専門分野に留まらず、より多様な業種へと広がっている現状を示唆しています。



	３．熊本県における県立高校の方向性
	４．高校魅力化の考え方（策定の趣旨）
	《魅力ある学校づくりに向けた取組》
	これからの県立高校は、地域の人々・企業・大学等といった多様なパートナーと連携して、生徒一人一人の心に火をつけるような地域社会への貢献を通じて学ぶ機会を提供し、その経験を通じて生徒の志を育て、未来を切り拓く力を育んでいくことが、これから特に重要です。
	●取り組みの方向性と主な施策

	《募集定員の見直し》
	●現状と課題 現状において、県全体で約60クラス分の定員割れが生じており、中学校卒業予定者数の推移を見れば、今後10年間で更に約50クラス分の入学者の減少が見込まれています。また、中学校卒業予定者数が減少するのは熊本市外だけでなく、熊本市内についても、令和9年（2027年）3月卒業者から減少期となります。
	●取組の方向性 熊本市内の大規模校を含む全校を対象とした計画的な学級減を実施。（R9〜R16年に62学級減目安）定員割れによる学級減、統廃合の基準を策定。
	(R10以降適用、魅力化特例校※に認定された場合は適用除外)


	《地域及び県内外から「選ばれる高校」づくりを推進》
	近年、少子高齢化・人口減少が加速する中で、日本国内では毎年約450校の学校が統廃合の憂き目にあっています。これまでは小学校・中学校の統廃合がより進んでいましたが、熊本県内の公立高校も本格的な再編が行われようとしている中、南稜高校も大きな影響を受ける可能性が高いと考えられます。
	このような中、「地域の未来は若者がつくる、学校がない地域の未来はない」という想いのもと、高校の魅力化を推進する上で ①入学者対策 ②魅力ある授業づくり  ③進学・就職などの出口対策は三位一体で考え検討していくことが重要です。
	その上で昨今の少子高齢化・人口減少、そして本業務の目的に照らし合わせ、 ①県内・県外の高校との取り組みの差別化 ②地域の担い手を育む仕組みづくり  ③地域内外の人々から応援される高校づくりの視点で取り組んでいきます。


	高校の魅力化は三位一体で進める
	➀入学者対策
	➁魅力ある授業 づくり
	➂進学・就職の 出口対策
	人口減少
	少子高齢化
	➀県内外の高校 との差別化
	➁地域の担い手を 育む仕組みづくり
	➂地域内外の人々から応援される高校

	5．魅力化推進の方向性
	6．魅力化のための取り組み
	今後の少子化やこれまでの入学者の傾向、地域性などを鑑みて、あさぎり町と南稜高校が一体となり、地域一丸となって次代の担い手を育む機会へとつなげていく。
	各学科の現状の取り組みとあさぎり町の方向性や地域資源を鑑みて、ウェルネスをデザインする取り組みとして整理し、『ウェルネスをデザインする人材』を育む機会としていく。
	地元の専門家や起業家を講師に招き、多角的な視点から「健やかな暮らしと産業のあり方」を構想する力を育むことで、南稜高校を「地域の未来を担うリーダー」 が育つ拠点へと進化させる。

	ウェルネスデザイナーの育成
	教育
	自然
	あさぎり町
	南稜高校
	探求 活動
	伝統 文化
	地域の 専門家
	担い手 の育成

	人と地域を幸せにする高校へ！
	「ウェルネス」 （心身の健康と社会的な幸福）」




